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一一｀一一｀
一
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議
会
だ
よ
り

鴛
晶
市
１
１
堂

治
驚
い
進

宇
判
３
新

ぐ

所
も
所

行
冊
ａ
刷

発
京
電
印

上
半
期
の
火
災
・
救
急
統
計
か
ら

委
員
会
活
動
か
ら

ヒ
月
に
行
わ
れ
た
委
ｎ
会
の

概
要
は
、
次
の
と
む
り
で
す
。

（
総
務
常
任
委
員
会
〉

ｏ
ヒ
‐
・
：
議
案
審
査
を
行
い
、

巾
民
会
館
建
設
基
金
条
例
の

．
部
改
正
を
吋
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
．
ま
た
、

艮
間
集
会
所
の
新
ａ
に
対
す

る
補
助
や
昭
和
び
に
か
夭
ｈ

ｔ
川
）
火
災
救
「
銚
計
の
概

要
、
J
.
.
.
.
川
i
!
-
＾
Ｈ
―
民
相
駿

の
実
施
、
国
勢
ｓ
ｒ
ｙ
-
'
実
施
な

ど
の
報
ｔ
‥
を
受
け
ま
し
た
。

〈
市
民
環
境
常
任
委
員
会
〉

Ｏ
八
‐
…
．
歳
六
ヵ
川
児
の
歯

科
健
診
、
新
栄
シ
ー
ビ
ン

グ
プ
ラ
ザ
の
商
業
活
動
洲
Ｓ
Ｈ

Ｍ
議
八
．
■
■
t
ｓ
ｓ
ｉ
審
、
一
．
．
津
Ｗ
…
槙

鳥
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ザ
の
経

過
、
八
‥
成
洗
剤
対
政
協
児
〃

の
設
置
に
つ
い
て
報
ｔ
‥
を
受

け
ま
し
た
．

魚

１
４

付言

増
人
人
人
川

帯
0
0
3
0
7
0
人

＊
1

２ ６

６ ４

６ 1

1 3 8

3

1 5
7
7

比月前

口
男
女
比
月

人
前

に災火な奥
Ｃ
大が断油たしとつよち

〈
建
設
水
道
常
任
委
員
会
〉

○
ヒ
‐
・
：
議
案
審
査
お
よ
び
議

案
個
所
の
実
地
腿
琴
０
い
．

住
ｔ
新
築
資
金
等
貸
付
条
例

の
．
部
改
正
、
市
道
路
線
の

認
定
、
市
道
路
線
の
一
部
廃

ｉ
の
三
議
案
を
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
．

〇
九
‐
・
：
道
登
‥
帳
の
整
術
、

ｆ
ｒ
"
宇
治
白
川
線
の
拡
帖
Ｊ
Ｓ

術
計
画
、
ド
ｗ
人
久
保
線
の

新
設
整
術
計
画
、
川
水
Ｉ
人

線
の
整
術
、
市
営
水
道
の
供

給
兄
通
し
に
つ
い
て
報
ｔ
‥
を

う
け
た
ほ
か
．
請
噸
を
継
続

審
査
と
し
ま
し
た
．

〇
一
．
ト
．
‘
．
‐
…
広
野
町
尖
山
の

防
災
ｎ
ｊ
の
指
ぶ
経
過
に
つ

い
て
報
ｔ
‥
を
う
け
ま
し
た
．

ルトー

積
メ

い

告

7 2
9

－
1
1
1
1
1

宇
治
市
消
防
本
部
で
は
、

こ
と
し
上
半
期
（
一
月
～

六
月
）
に
発
生
し
た
火
災

や
救
急
の
概
要
を
ま
と
め

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の

内
容
の
主
な
も
の
を
お
知

ら
せ
し
ま
し
よ
う
。

青空市民相談火
災

つ
い
て
報
告
を
受
け
た
の
ち
。

１
員
会
休
憩
中
に
、
日
本
道

路
公
団
か
ら
見
解
｀
‥
に
つ
い

て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

Ｏ
こ
ト
八
上
子
九
［
…
北
陸

自
動
車
道
の
敦
賀
イ
ン
タ
ー

テ
エ
ン
ジ
付
近
の
ト
ン
ネ
ル

お
よ
び
金
沢
市
付
近
の
併
設

国
道
を
視
察
し
ま
し
た
。

〈
財
政
対
策
特
別
委
員
会
〉

Ｏ
卜
瓦
臼
・
：
昭
和
l
l
-
t
*
■
四
乍
度

の
決
算
兄
込
み
に
つ
い
て
、

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

〈
近
鉄
対
策
特
別
委
員
会
〉

○
ト
六
日
・
・
・
請
願
審
森
*
Ｈ
行
い
、

近
鉄
大
久
保
駅
束
側
改
札
［

の
営
業
時
間
限
定
の
撤
廃
に

会場付近

－
1
1
1
1
1
1
1
1
ａ

至
槙
島近

鉄

Ｉ
－
Ｊ

－
1
1
1
1
－
１
１
自
１
自
―
－
１
１
１
‐
Ｉ

国
道
2
4
号
線

□

京
都
銀
行

小
倉
支
店

Ｘ
ｊ
／

納
涼
青
空
市
民
相
談
会
場

⊇

［
ト

－
「
―

－
1
1
1
1
1
1
‐

市
民
の
み
な
さ
ん
と
島
田
市
長

が
、
ひ
ざ
を
交
え
な
が
欠
’
日
の

宇
治
市
、
明
日
の
宇
治
市
に
つ
■
い

て
、
意
見
・
要
望
・
苦
情
な
ど
を

お
聞
き
す
る
第
三
回
「
青
空
市
民

相
談
」
を
開
き
ま
す
。

こ
の
青
空
市
民
相
談
は
、
一
人

で
も
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
市
政
に
対
す
る
生
の
声
を
聞
こ

う
と
す
る
広
聴
活
動
の
一
つ
で
。

市
長
は
じ
め
担
当
部
長
な
ど
が
出

席
す
る
も
の
で
す
。
第
一
回
目
は

五
月
に
宇
治
橋
通
り
で
、
第
二
回

目
は
国
鉄
黄
槃
駅
前
で
開
か
れ
ま

し
た
。第
三
回
目
の
青
窒
限
租
談
は
、

八
月
三
十
日
の
土
曜
日
午
後
七
時

か
ら
九
時
ま
で
、
西
友
ス
ト
ア
ー
宇

治
店
西
側
の
公
園
で
開
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
消
夏
”
と
い
え
残

発
生
件
数
で
す
。
い
る
と
は
い
え
、
人
的
被
害
全
体

し
か
し
、
火
災
に
よ
る
死
者
は
と
し
て
は
増
加
の
結
果
が
出
て
い

一
人
で
、
昨
年
、
一
昨
年
に
比
べ
ま
す
。

て
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
ま
た
、
火
災
の
半
数
近
く
の
十

一
方
で
、
負
傷
者
が
十
一
人
と
な
九
件
が
建
物
火
災
で
す
が
、
建
物

っ
て
昨
年
同
期
よ
り
も
八
人
も
増
の
焼
損
面
積
は
一
六
四
平
方
Ｕ
で

加
。
こ
の
よ
う
に
死
者
は
減
っ
て
昨
年
に
比
べ
て
二
七
三
平
方
Ｕ
も

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

閔
す
る
請
朝
を
採
択
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

〈
折
居
国
有
林
開
発

対
策
特
別
委
員
会
〉

ｏ
十
ヒ
‐
・
：
請
願
個
所
お
よ
び

山
城
総
八
‥
運
動
公
園
建
設
現

場
を
現
察
し
た
の
ち
、
山
城

総
＜
ｚ
連
動
公
園
建
設
対
策
懇

談
会
の
設
置
、
（
仮
称
）
折
居

川
水
系
対
策
連
琶
お
設
置
、

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設
川

地
の
保
安
林
解
除
に
つ
い
て

報
ｔ
‥
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

一
請
願
裂
継
続
審
た
と
し
ま

し
た
。

建
物
火
災
の
大
部
分
が
住
宅
と
な

っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
火
災
の

原
因
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
一
唇

多
い
の
が
放
火
（
放
火
の
疑
い
も

含
む
一
十
件
、
つ
い
で
火
遊
び
六

件
、
タ
バ
コ
の
不
始
末
四
件
。
た

き
火
三
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
と

く
に
、
放
火
が
多
発
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
社
会
事
情
が
反
映
さ

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
で
も
、
家

の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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暑
が
き
ぴ
し
い
お
り
で
す
の
で
、

今
回
は
夕
涼
み
を
か
ね
て
お
気
軽

に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
夕
暮

か
ら
は
じ
め
ま
す
。

な
お
、
雨
天
の
場
合
は
。
京
都

銀
行
小
倉
支
店
会
議
室
に
変
更
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
健
康
に
も
注
意
し
て
い

た
だ
こ
う
と
、
血
圧
測
定
コ
ー
ナ

ー
も
設
け
ま
す
。

百
人
と
最
も
多
く
。
次
に
交
通
事

故
の
二
百
七
十
二
件
、
一
般
負
傷

の
百
六
十
五
件
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
で
全
体
の
約
八
二
％
ｔ
ロ

め
て
い
ま
す
。
昨
年
と
の
比
較
で

は
、
急
病
に
よ
る
出
動
件
数
が
八

ト
九
件
増
加
し
て
い
る
の
が
目
立

ち
ま
す
が
、
ほ
か
に
は
大
き
な
変

動
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
曜
‐
別
で
は
土
曜
と
‐
‥

眼
に
多
い
傾
向
が
で
て
い
ま
す
。

こ
の
中
に
は
、
救
急
県
を
タ
ク
シ

ー
代
り
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
例
も

あ
り
ま
す
。
タ
ク
シ
ー
代
り
に
使

わ
な
い
よ
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
で
は
市
役
所
向
か
い
側

に
休
日
急
病
診
療
所
を
開
い
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
概
要
に
よ
り
ま
す
と
、
火

災
件
数
も
救
急
出
動
件
数
も
増
加

の
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。
し
か

も
、
火
災
で
は
ち
ょ
っ
と
し
た
注

意
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
も
の
が

半
分
以
ｈ
も
あ
り
ま
す
。

〈
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
〉

Ｏ
八
日
…
持
別
費
護
老
人
ホ
ー

ム
「
桃
花
苑
」
を
視
察
し
た

の
ち
、
菟
道
男
一
小
幸
校
水

泳
プ
ー
ル
哲
家
事
の
″
朽
、

御
蔵
山
小
学
校
校
舎
増
築
工

事
の
変
更
契
約
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

議
案
審
穴
を
行
い
、
け
ｆ
福

祉
幕
金
条
例
の
制
定
を
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
、
。
請

噸
大
ｒ
４
審
だ
と
ト
蛋
し
た
。

〈
京
滋
バ
イ
パ
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〉
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こ
と
し
も
、
九
月
一
日
か
ら
老
人
福
祉
月
間
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
老
人
福
祉
法
第
二
条
に

は
、
「
老
人
は
多
年
に
わ
た
り
社
会
の
進
展
に
寄
与
し
て
き
た
も
の
と
し
て
敬
愛
さ
れ
、
か
つ
。

健
全
で
安
ら
か
な
生
活
を
保
障
さ
れ
る
も
の
と
す
る
」
と
基
本
的
理
念
が
唱
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
理
念
を
尊
重
し
て
、
お
年
寄
り
が
毎
日
安
心
し
て
老
後
を
暮
ら
せ
る
よ
う

積
極
的
に
老
人
問
題
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。
そ
こ
で
今
一
度
、
宇
治
市
の

老
人
福
祉
の
現
状
と
課
題
を
中
心
に
老
人
問
題
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

高
齢
化
社
会
の
到
来

い
ま
や
、
日
本
人
の
平
均
寿

命
は
延
び
、
十
年
後
の
昭
和
六

十
五
年
に
は
、
全
国
の
老
齢
人

口
（
六
十
五
歳
以
上
）
は
総
人

口
の
一
一
％
に
な
り
、
さ
ら
に

昭
和
二
十
二
、
二
十
三
年
の
ベ

ビ
ー
ブ
ー
ム
期
に
出
生
し
た
人

が
六
十
五
歳
以
上
に
な
る
昭
和

九
十
年
に
は
［
六
・
九
％
へ
と
、

国
民
六
人
に
一
人
が
六
十
歳
以

上
と
い
う
時
代
が
く
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

宇
治
市
の
老
齢
人
口
比
は
。

若
年
層
の
流
入
と
乳
・
幼
児
の

増
加
と
い
う
人
口
構
成
上
の
特

徴
を
反
映
し
て
、
京
都
府
平
均

な
ど
と
比
べ
る
と
低
く
な
っ
て

老
人
を
と
り
ま
く

所
得
保
障

｀″鵬も作Ｊ

い
ま
す
が
、
老
齢
人
口
そ
の
も

の
は
着
実
に
増
加
し
、
今
年
で

す
で
に
一
万
人
以
上
に
達
し
て

き
び
し
い
条
件

た
の
は
、
わ
ず
か
で
す
が
お
祝
と
な
る
で
し
ょ
う
。

い
の
気
持
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま

就
労
の
保
障

保
健
・
医
療
保
障

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
に
は
、

福
祉
需
要
の
高
い
百
九
人
の
ね

た
き
り
老
人
、
三
百
五
十
一
人

の
独
居
老
人
が
お
ら
れ
、
四
百

十
一
の
老
人
世
帯
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
同
居
世
帯
で
さ
ま

ざ
ま
な
生
活
、
福
祉
問
題
を
か

か
え
て
い
る
老
人
が
。
か
な
り

潜
在
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

と
く
に
近
年
。
家
族
扶
養
の

衰
退
、
核
家
族
化
、
世
代
間
の
断

絶
、
地
域
援
護
態
勢
の
不
備
か

ら
く
る
老
人
の
さ
み
し
さ
、
不

安
、
社
会
か
ら
の
疎
外
感
、
日

常
家
事
の
つ
ら
さ
、
会
話
不
足

な
ど
の
傾
向
が
進
ん
で
い
ま
す
。

老
人
福
祉
の
も
っ
と
も
重
要

な
目
標
は
何
に
も
ま
し
て
、
そ

れ
ら
の
傾
向
の
克
服
と
、
老
人

白
身
が
家
族
や
地
域
の
正
当
な

一
構
成
員
と
し
て
尊
重
さ
れ
。

健
康
で
文
化
的
な
生
き
が
い
の

あ
る
暮
ら
し
を
保
障
さ
れ
る
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

密
診
査
の
必
要
が
あ
る
と
診
断

さ
れ
ま
し
た
。
病
気
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
の
面
か
ら
も
。

こ
の
制
度
の
利
用
が
望
ま
れ
ま

す
。ま
た
、
老
人
医
療
費
助
成
制

度
は
、
七
十
歳
以
上
の
全
員
を

対
象
と
し
た
市
の
独
自
制
度
と
、

六
十
五
歳
か
ら
六
十
九
歳
の
身

障
・
ね
た
き
り
老
人
・
独
居
老

人
・
低
所
得
世
帯
ｓ
老
人
に
対

し
て
所
得
制
限
つ
き
で
実
施
し

て
い
る
府
の
制
度
と
の
二
本
立

て
と
な
っ
て
い
。
ま
す
。
こ
の
制

度
に
よ
り
、
老
人
医
療
保
障
に

前
進
を
み
て
い
ま
す
。

事
業
を
前
進
さ
せ
て
い
ま
す
が
、

日
常
の
老
人
へ
の
地
域
的
援
護

に
つ
い
て
は
、
民
生
委
員
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
な
が

ら
す
す
め
て
い
ま
す
。

一
方
、
市
の
余
暇
活
動
対
策

と
し
て
、
特
に
、
自
主
的
な
活

動
を
す
す
め
て
い
る
老
人
ク
ラ

プ
ヘ
多
く
の
老
人
の
加
入
が

望
ま
れ
、
老
人
の
孤
立
化
を
防

止
す
る
組
織
づ
く
り
が
必
要
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

9月7日　西宇治中学校
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在
宅
サ
ー
ビ
ス
・

余
暇
活
動

施
設
の
整
備

老
人
の
身
に
な
っ
て

老
人
福
祉
を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
。
お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
自

身
も
、
人
生
を
有
意
義
に
過
す

た
め
に
、
社
会
の
動
き
に
関
心

を
示
し
、
家
族
・
地
域
の
人
々

と
の
積
極
的
な
交
流
を
通
じ
て

心
の
健
康
を
保
つ
努
力
を
す
る

必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

一
方
、
お
年
寄
り
と
接
す
る

地
域
・
家
族
の
人
々
が
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
に
、
自
分
自
身
の
老

後
を
真
剣
に
考
え
る
と
同
時
に
、

お
年
寄
り
の
身
に
な
っ
て
接
し
。

お
年
寄
り
の
役
割
を
尊
重
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
い
え
ま

す
。

9月23日　宇治中学校9月28日　東宇治中学校
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さ
そ
い
あ
っ
て敬
老
会
ヘ

こ
と
し
も
、
宇
治
市
で
は
、
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
さ

長
い
間
社
会
に
貢
献
さ
れ
て
き
そ
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
参
加
く

た
お
年
寄
り
の
労
苦
を
ね
ぎ
ら
だ
さ
い
。

う
た
め
に
、
表
の
と
お
り
、
市

内
五
会
場
で
敬
袁
Ｅ
を
開
き
ま

す
。敬
１
｀
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
の
は
、
満
七
十
歳
以
上
の
人

で
、
明
治
四
十
三
年
九
月
十
六

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
が
対
象

で
す
。
な
お
、
七
十
歳
以
上
の

お
年
寄
り
の
方
に
は
。
参
加
し

て
い
た
だ
く
日
と
会
場
な
ど
は

が
き
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

会
場
で
は
式
典
の
後
、
民
謡

や
お
ど
り
な
ど
楽
し
い
催
し
を

予
定
し
、
記
念
品
と
お
菓
子
も

ま
た
、
会
場
ま
で
お
年
寄
り

を
送
迎
す
る
敬
老
〈
Ｅ
専
用
の
巡

回
バ
ス
が
走
り
ま
す
。
各
会
場

へ
の
バ
ス
の
運
行
経
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や
時
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な
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は
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3
第

四輪車には

シートベルト

て
低
調
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

着
用
し
て
い
な
い
で
事
故
に
あ
っ

た
場
合
の
致
死
率
は
。
着
用
し
て

い
た
場
〈
］
の
九
・
三
倍
の
高
い
率

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

着
用
し
て
い
れ
ば
、
昭
和
五
十
四

年
中
の
自
動
車
乗
員
の
死
亡
者
二

千
九
百
八
十
九
人
の
う
ち
、
二
千

六
百
十
三
人
も
の
人
が
助
か
っ
た

と
い
え
ま
す
。

あ
な
た
自
身
の
命
を
守
＆
た
め
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
習
慣
づ

け
ま
し
ょ
う
。

交
通
安
全
納
涼
大
会

夜
店
や
盆
お
ど
り

地
域
社
会
か
ら
悲
惨
な
交
通
事

故
を
な
く
し
。
明
る
い
社
会
を
き

づ
く
た
め
、
親
と
子
の
対
話
を
通

じ
て
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
学
ぷ

っ
ど
い
を
開
き
ま
す
。

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
越
し
く
だ

さ
い
。

あ
な
た
の
車
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
ｙ
と
き
・
：
８
月
2
3
日
田
午
後
４
時

は
眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
″
‥
Ｉ
９
時
（
雨
天
順
延
）

高
速
自
動
車
国
道
や
自
動
車
専
▼
と
こ
ろ
・
・
・
大
久
保
自
動
車
教
習

用
道
路
で
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
心
所
（
近
鉄
大
久
保
駅
西
へ
3
0
0
拡

着
用
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ｙ
内
容
・
・
’
・
自
転
車
・
バ
イ
ク
の
安

ま
た
、
一
般
道
路
で
も
着
用
に
努
全
な
乗
り
方
教
室
、
自
動
車
安

め
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
る
に
も
全
運
転
競
襲
べ
運
転
者
適
性

か
か
わ
ら
ず
、
着
用
状
況
は
極
め
資
格
テ
ス
ト
、
白
バ
イ
の
。
お
兄

案
内

トメ
ぼ車`

シートベルト着用状況

ご
言

Ｈ
Ξ
o

ま
い
四

お
Ξ

。
”
驚

市
役
所
連
絡
所の

変
更

木
幡
地
区
の
市
役
所
連
絡
所
が

９
月
１
日
か
ら
。
「
志
水
商
店
」

で
あ
っ
た
の
が
「
ジ
ン
ノ
書
店
」

（
木
幡
内
畑
）
へ
変
わ
り
ま
す
。

（
市
民
課
）

至
六
地
蔵

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

技
能
資
格
試
験

市
で
は
、
水
道
の
給
水
装
置
工

搬
用
一
輪
車
、
口
内
洗
浄
器
、
自
掃
除
機
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン
、
電
気

転
車
用
空
気
入
れ
．
講
義
用
パ
イ
オ
ル
ガ
ン
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ガ

プ
い
ず
、
折
た
た
み
式
ベ
ッ
ド
、
ス
レ
ン
ジ
（
プ
ロ
パ
ン
用
）
、
石
う

バ
イ
ク
、
子
ど
も
用
い
す
．
ル
ー
す
、
発
電
機
、
運
搬
用
一
輪
車
．

ム
ラ
ン
ナ
ー
、
一
輪
車
．
テ
ニ
ス
古
民
具
、
衣
裳
箱
．
自
転
車
．
バ

ラ
ケ
ッ
ト
、
ベ
ピ
・
・
‐
ベ
ッ
ド
、
子
イ
ク
、
三
輪
車
（
子
ど
も
用
）
、
鉄

棒
（
子
ど
も
用
）
、
ベ
ビ
ー
自
動
車
、

室
内
用
す
べ
り
台
、
卓
球
台
、
ベ

ビ
ー
た
ん
す
、
ベ
ピ
ー
カ
ー
．
蓄

尋
常
小
学
校
教
科
書
。

ｙ
申
込
み
先
…
商
工
観
光
課
消

費
生
活
係
（
電
話
⑩
3
1
4
1
番

内
線
２
６
４
）
ま
で
。

事
技
能
資
格
試
験
を
、
９
月
1
9
日
込
書
を
添
え
て
職
員
課
へ
提
出
。
会
（
電
話
＠
｡
-
c
o
)
Ｏ
ｉ
ｎ
番
）
か
宇

吻
に
行
い
ま
す
。

ご
希
望
の
人
は
、
水
道
部
所
定

の
申
請
書
に
市
販
の
履
歴
書
お
よ

び
写
真
２
枚
を
添
え
て
、
９
月
１

日
か
ら
６
日
ま
で
に
水
道
部
業
務

課
ま
で
。

（
水
道
部
）

こ
ど
も
文
化
祭

作
品
募
集

こ
と
し
の
。
こ
ど
も
手
づ
く
り

文
化
祭
″
は
、
「
み
ん
な
で
つ
く
ろ

う
」
を
テ
ー
マ
に
９
月
2
3
日
岡
屋

小
学
校
な
ど
４
会
場
で
行
わ
れ
ま

す
が
、
た
だ
い
ま
、
参
加
作
品
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

ｙ
募
集
作
品
…
共
同
・
個
人
作

品
、
合
唱
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
な
ど

ふ
る
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ
は
、
社
会
教
育
課

ま
で
。
（
社
会
教
育
課
）

職
員
募
集

市
で
は
。
自
動
車
運
転
技
術
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

ｙ
受
験
資
格
・
：
昭
和
2
4
年
４
月

２
日
～
昭
和
3
7
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
、
大
型
特
殊
免
許
を
有

す
る
男
子
。
１
人
ｙ
第
１
次
試
験

…
９
月
２
日
㈹
午
後
１
時
か
ら
宇

治
市
職
員
会
館
で
ｙ
申
し
込
み
・
：

８
月
2
5
日
㈲
？
3
0
日
田
ま
で
に
、

市
販
の
履
歴
書
に
最
近
６
ヵ
月
以

内
に
撮
影
し
た
写
真
を
は
り
、
申

平
日
は
午
後
５
時
、
土
曜
日
は
正
治
支
部
事
務
局
（
電
話
⑩
７
２
５

午
ま
で
受
付
ま
す
が
、
郵
送
に
よ
７
番
）
へ
ｙ
抽
厦
？
・
８
月
3
0
日

る
受
付
は
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
田
午
後
６
時
半
か
ら
市
民
会
館
３

く
だ
さ
い
。
申
込
み
書
は
職
員
課
階
で
ｙ
資
格
：
車
治
市
民
か
宇
治

に
あ
り
ま
す
。
■
（
職
員
課
）

交
通
指
導
員

ｙ
勤
務
場
所
と
時
間
…
三
室
戸

小
学
校
区
内
で
、
通
学
時
間
帯
の

１
時
間
ｙ
対
象
…
毎
朝
勤
務
可
能

で
健
康
な
人
（
男
女
を
問
い
ま
せ

ん
）
１
人
ｙ
勤
務
条
件
…
採
用
後

の
身
分
は
非
常
勤
嘱
託
で
、
賃
金

は
１
時
間
八
百
一
円
。
制
服
Ｍ
Ｋ

与
。
ご
希
望
の
人
は
。
８
月
3
0
日

ま
で
に
交
通
労
政
課
ま
で
。

料
理
教
室

▼
と
き
…
８
月
2
5
日
剛
午
前
1
0

時
か
ら
午
後
１
時
ま
で
ｙ
と
こ
ろ

：
ホ
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
ｙ
内

容
・
：
こ
の
夏
を
の
り
き
る
ス
タ
ミ

ナ
料
理
（
講
師
・
：
星
野
美
智
子
さ

ん
）
ｙ
費
用
…
材
料
費
千
円
ｙ
定

員
：
3
0
人
ｙ
申
込
み
…
宇
治
労
働

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
電
話
0
2
3
1

5
番
）
ま
で
。

（
交
通
労
政
課
）

市
民
総
体

軟
式
野
球
の
部

市
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
人
の

や
‐
ム
か
野
球
連
盟
登
録
チ
ー
ム

ｙ
開
会
式
…
９
月
７
日
９
時
か
ら

黄
柴
公
園
野
球
場
ｙ
ラ
ン
ク
・
：
Ａ

級
ヽ
Ｂ
級
．
Ｃ
級
．
Ｄ
級
（
一
般
）
。

（
社
会
教
育
課
）

ジ
ュ
ニ
ア
軟
式

テ
ニ
ス
教
室

ｙ
と
き
…
９
月
６
日
出
か
ら
毎

週
土
曜
日
連
続
ｍ
一
回
。
午
後
２
時

か
ら
４
時
ま
で
ｙ
と
こ
ろ
・
・
＊
治

テ
ニ
ス
ガ
ー
デ
ン
▼
資
格
：
市
内

在
学
の
小
学
校
５
・
６
年
生
ｙ
定

員
…
先
着
5
0
人
ｙ
参
加
費
…
三
千

円
ｙ
申
込
み
ヽ
：
宇
治
市
体
育
協
会

事
務
局
ま
で
。

（
社
会
教
育
課
）

宇
治
オ
ー
プ
ン

軟
式
庭
球
大
会

ｙ
と
き
・
：
８
月
3
1
日
午
前
1
0
時

▼
と
こ
ろ
…
黄
柴
公
園
コ
ー
ト
ｙ

種
目
…
男
女
と
も
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、

初
心
著
の
各
ク
ラ
ス
ｙ
資
格
…
宇

治
市
在
住
。
在
学
、
在
勤
の
高
校

生
以
上
の
人
ｙ
申
込
み
・
：
当
日
９

時
半
ま
で
に
コ
ー
ト
で
ｙ
参
加
費

・
・
・
一
チ
ー
ム
四
百
円
、
個
人
二
百

円
。

ｙ
と
き
…
９
月
７
日
面
’
‘
1
1
月
お
問
い
合
せ
は
⑩
6
5
6
9
番

２
日
剛
ｙ
申
込
み
・
：
８
月
2
1
日
？
岩
口
さ
ん
ま
で
。

８
月
2
8
日
ま
で
に
宇
治
市
体
育
協
（
社
会
教
育
課
）

翁んせまいとは派宗旨涼地墓園公のぎらすや

賢
び
器
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ら
な
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ゃ

一
間
・
こ
こ
市
民
図
書
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も
、

一
宿
題
に
取
り
組
む
小
・
中
学
生

一
を
見
か
け
る
こ
と
が
多
く
な
つ

一
て
き
ま
し
た
。

一
：
：
…
…
…
…
…

千日参り三室戸寺

Ａ
・
：

Ｉ｀Ｉ｀ＩＩゆ｀

一

｀

ａ

■｀Ｉ｀Ｉ｀″111

4

111

｀ａａａ一ａ一一一一Ｉ｀一｀■一

‐
―
―
―
自
１
１
－
－
１
１
１
自
―
自
1
1
1
1
1
1
1
1
自
－
－
１
Ｉ

‐
1
1
1
1
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
秦
‐

凹

！－一
Ｊ

■ ト
‘
ｋ
ｒ

゛

ｒ
｛
｝
ふ
匹

」
Ｋ
ｆ
か

：
ｎ
ｒ
ｒ
＾
～
．
１

瘤

・
じ
Ｊ

屈
ヨ
吊
」

…
…
…
り
廠”
４
い

不
用
品
交
換
ひ
ろ
ば

。
登
録
中
の
品
物

お
知
ら
せ

．
｀
・
り
ゝ
『
″
『
‘
、
｀
’
、
・
’
″
″
『
・
―
■
‘
″
″
？
・
』

直
坦
冊
に

澗
側
端
胃
ほ
拓
翻
に
む

1 1
↓

廠
宍

言
冒
靉

靉

・

゛

く
゛

「

Ｉ
靭
゜
繊

」
に
…
…

｀
］

｛
Ｕ

一
一

゛ 一

匹

～
二
Ｅ
ｙ
～
一
｝
・
’
ｙ

『
…

…

…
Ｊ
Ｕ

よ

ｆ
ヽ
一

尚

二

回
で

ミ
作

祐
鵬

』
心
ゝ
。
…
…

心

釘
”
・
ず
も
砂
影
れ
‐
｛
私
利
、

！
｀
’
・
Ｉ
Ｑ
ｒ

E
E
1
1
1

1
肌
ｔ
゛

一
一
Ｗ
｛

一
゛

Ｊ

～
談
回

心
ｊ
ｌ
ミ
つ
け
一
1
1

ひ
一

一
゛ 一
゛ 一
…

…
・
゛

肩

脱

゜

カ
メ
ラ
ル
ポ

シートベルトしめる1秒　守る一生～
一
Ｉ
識
匹
Ｅ
１
１
五
濁

｛
百
三

゛
…
…
＾

皿
皿
皿
髭
～
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｉ
｝
Ｉ

靉
1
0
瀞
七
…
…
…
に
圖
。
。
゛
－
｀
｛

、
ゝ
’
し
″

゜
ｉ
｛
・
作

胆
皿
心
に
Ｉ
一

’
ミ
。
｝
ヽ

｀

‥
ｒ
ｈ

／
゛
｀

‘
Ｉ"
＊
一
一
難
＾
咄
湾
一
―
～
」

鱗
羅
詰
１

。
き
綴
皿
匯
幣
Ｉ
匹

禽

⑤

奥

募
集

催
し

‐

Ｉ

Ｉ

‐

Ｉ

‐

－

Ｉ

‐

‐

―

‐

‐

－

‐

‐

自

‐

ｌ

ｔ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

皿川川川川
ｍ

川川
ｍ

川
ｍ

川
ｍ

川
ｍｍ

川川
ｍｍ

川川
ｍ

！川―川
ｍ

Ｉ
ｍ

川
ｍｍ

川１川
－
川川ｌ

ｍ
１
１
１

１ｍ
川川川

ｍｍ
川川ｍ－川川ｍＩｍ－－－ｍ川ｍｍ－－ｍ川四ｍ川

シートベルト着用推進運動31日まで


	page1
	page2
	page3
	page4

